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近
世
絞
品
開
業
の
愛
蓮

第
四
十
六
巻

九

四

第
六
銃

O 

近

世

絞

油

業

否姿

;圭

(
下
)

σj 

住

ノ弘、

'口;

勇

目

攻

で
は
し
が
き
二
、
近
世
絞
抽
裁
の
成
立
三
、
明
利
七
年
の
仕
法
改
正
(
以
上
前
々
披
所
殺
)

前
例
肢
の
獅
占
企
絞
抽
業
五
、
天
保
一
一
占
年
の
仕
法
改
正
六
、
天
候
一
一
一
年
以
後
七
、
む
す
び

四
、
種
物
問
屋
・

四

種
物
問
屋
・
油
問
屋
の
濁
占
と
続
強
葉

明
和
皮
の
改
革
は
本
来
幕
府
が
油
の
債
格
を
低
廉
に
し
都
市
殊
に
江
戸
に
劃
す
る
供
給
を
潤
揮
に
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
封
建
的
支
配
者
の
常
と
し
て
経
済
の
闘
係
を
洞
察
し
得
、
中
、
か
へ
っ
て
大
阪
商
人
の
震
に
利
せ
ら
れ
た
傾
き
が
る
っ
た
。
事
賞

天
保
三
年
の
改
革
に
至
る
迄
、
大
阪
泊
問
屋
・
種
物
問
屋
及
絞
油
屋
の
利
害
の
震
に
油
の
生
産
は
阻
害
せ
ら
れ
て
治
り
、
特
に
種
物

問
屋
・
泊
問
屋
は
各
そ
の
配
給
を
狽
占
し
て
暴
威
を
振
ふ
た
の
で
あ
る
。

先
づ
種
物
に
就
い
て
は
、
寛
政
三
年
七
月
か
ら
文
政
五
年
に
至
る
間
撮
津
兵
庫
に
別
の
問
屋
が
設
け
ら
れ
た
外
、
関
西
以
西
の
絞

草
特
に
菜
種
は
殆
ど
大
阪
に
集
中
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
種
物
問
屋
が
種
物
の
配
給
を
猫
占
し
た
の
は
明
和
七
年
の
願
ひ
株
許
可
以
前
か

ら
で
、
略
賓
麿
九
年
の
菜
種
綿
賞
専
門
の
問
屋
の
設
置
に
始
り
、
そ
れ
以
前
は
三
百
二
十
軒
の
問
屋
が
雑
穀
と
共
に
取
扱
っ
て
ゐ
た

が
、
そ
れ
ら
も
或
程
度
特
権
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
。
肱
叫
に
享
保
十
一
年
に
『
向
後
問
屋
の
外
町
人
菜
種
・
綿
貫
引
請
商
貰
仕
間
敷
候

え
問
屋
江
加
リ
候
儀
ハ
可
矯
相
針
候
:
:
:
』
怠
る
簡
を
見
る
事
が
出
来
、
明
和
七
年
に
至
る
迄
賓
暦
九
年
・
十
年
・
十
一
年
・
明
和
三
年

牧民金鑑下411"426頁
大医市史第一毎日74頁2) 



に
於
て
そ
の
趣
旨
を
反
覆
し
て
ゐ

3
V
か
L
る
間
に
も
貧
暦
年
間
種
物
の
賓
買
に
就
い
て
水
車
新
田
と
針
立
し
た
事
は
既
に
述
べ
た

が
、
此
の
時
菜
種
問
屋
二
十
軒
・
綿
質
問
屋
十
軒
と
定
め
ら
札
、
明
和
七
年
の
改
革
に
よ
っ
て
菜
種
問
屋
は
三
十
五
軒
、
綿
貫
問
屋
十

軒
の
株
と
友
ト
円
、
調
占
は
依
然
と
績
け
ら
れ
た
。
し
か
も
此
の
凋
占
た
る
や
全
く
大
阪
中
心
で
あ
っ
て
決
し
て
絞
油
業
全
開
の
殻
展

に
資
す
る
も
の
で
は
・
な
か
っ
た
。

寛
政
十
年
の
記
録
に
『
菜
種
積
高
之
儀
五
十
六
年
以
前
寛
保
三
亥
年
迄
ハ
大
坂
へ
二
十
高
石
徐
も
相
啓
一
兵
庫
灘
目
十
八
九
高
石
も

相
登
申
候
然
所
御
取
締
被
仰
↑
へ
坂
一
方
賛
同
凡
相
成
候
間
段
々
相
減
近
年
者
僅
拾
寓
石
計
も
相
登
申
候
趣
に
相
聞
申
仇
』
と
あ
り
、
此

m
u

掛
字
を
そ
の
ま
L
信
用
で
き
胞
と
し
て
も
調
占
に
よ
る
菜
種
廻
迭
の
停
滞
は
明
か
で
あ
ら
う
。

そ
の
矯
営
然
忙
種
物
の
快
乏
に
悩

ん
だ
の
は
概
何
泉
在
方
の
絞
油
屋
内
、
あ
っ
た
。
荒
原
湘
五
モ
村
で
も
一
一
常
村
水
車
九
欄
之
内
定
府
衛
門
所
持
十
日
株
取
一
粥
分
脊
伎
十
川

よ
り
有
来
初
者
油
穣
之
所
明
和
七
寅
年
油
方
一
統
御
取
締
之
醐
よ
り
米
稼
に
仕
侠
』
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
恐
ら
く
種
物
の
不
足
の

震
で
は
た
か
ら
う
か
。

尤
も
兵
庫
弁
灘
に
は
安
杢
ハ
年
大
阪
雨
種
物
問
屋
の
出
忠
五
軒
が
出
来
た
が
、
之
は
全
く
明
和
七
年
水
車
新
田
が
直
買
を
許
さ
れ

た
綿
貫
の
購
入
に
際
し
で
般
宿
が
世
話
料
を
徴
し
て
問
屋
同
様
の
引
請
を
し
た
事
を
防
止
す
る
潟
で
あ
っ
て

J

寧
ろ
大
阪
種
物
問
屋

の
進
出
で
あ
っ
た
。
次
い
で
電
政
三
年
八
月
に
も
兵
庫
に
新
規
種
物
問
屋
が
二
軒
新
設
さ
料
専
ら
武
庫
郡
・
西
宮
・
瀧
目
・
兵
庫
迄

の
聞
の
水
車
人
力
油
稼
の
者
に
責
り
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
取
扱
ふ
菜
種
は
安
護
・
周
防
・
長
門
・
出
雲
・
因
幡
・
伯
者
・
石
見
・
美

し
か
も
此
の
十
三
ヶ
園
は
「
手
先
の
者
差
出
し
穿
盤
仕
候
所
元

来
菜
種
は
少
く
少
々
有
之
候
所
も
演
出
し
這
く
候
故
手
作
手
搾
仕
健
所
も
有
之
侠
由
申
候
」
と
云
は
れ
て
ゐ
る
如
く
茶
種
の
少
い
土

作
・
隠
岐
・
阿
波
・
大
隅
・
事
R

岐
・
劃
馬
の
十
三
ヶ
閣
に
限
ら
れ
、

近
世
絞
油
業
の
褒
詮

第
四
十
六
巻

プL

五

第
六
披
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近
世
絞
油
業
の
愛
建

第
間
十
六
巻

九
三
六

第
六
競

一一

地
で
、
寛
政
十
年
頃
で
は
膏
一
岐
よ
り
二
千
五
百
石
・
大
隅
少
々
・
美
作
五
十
石
・
石
見
よ
り
二
三
十
石
他
は
な
し
と
云
ふ
有
名
無
責

ぶ
り
で
あ
っ
た
。

但
し
丈
化
八
年
に
は
美
作
・
周
防
・
出
雲
・
石
見
・
長
門
・
安
委
・
大
隅
よ
り
一
高
千
四
百
八
十
一
石
の
菜
種
が

登
っ
た
と
一
五
ふ
記
録
が
あ
る
が
、
此
の
兵
庫
の
種
物
問
屋
も
礁
で
文
政
五
年
七
月
に
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
理
由
と
す
る
所
は
「
近

年
情
同
種
物
た
成
へ
制
石
川
…
川
泊
ゆ
く
(
人
口
三
相
附
)
走
中
~
之
紡
も
相
川
伐
一
一
一
付
〕
と
云
ふ
の
で

b
っ
た
。
か
〈
て
丈
政
十
三
年
に
至

つ
て
は
減
じ
一
爪
総
氷
点
、
川
寸
一
剛
山
ー
山
一
イ
一
ぺ
州
は
休
小
川
白
川
刊
と
な
っ
た
が
、
と
は
糸
川
、
川
物
の
不
足
れ
筑
で
「
稿
物
相
川
相
候
ヘ
ハ

董
夜
稼
初
色
一
と
中
山
一
ベ
て
ゐ
る
。
首
時
灘
目
雨
組
請
負
人
共
よ
り
や
札
ぎ
の
如
く
願
ひ
立
て
よ
る
の
も
首
然
の
事
ム
」
考
へ
ら
れ
る
の

で
る
る
。『

御
定
買
場
八
部
荒
原
武
庫
一
一
一
郡
出
産
之
積
物
他
所
付
散
説
不
仕
様
心
付
買
入
可
仕
候
へ
共
縫
=
一
郡
殊
z

小
郡
ュ
御
座
候
へ
ハ
何
れ
絞
り
草
引
足
不

申
右
-
一
付
何
卒
諸
岡
よ
り
姐
靖
之
積
物
井
五
畿
内
出
産
の
積
物
共
手
炭
之
買
方
被
鋳
仰
付
下
』

斯
く
の
如
き
種
物
質
入
の
障
害
は
全
〈
大
阪
種
物
問
屋
の
調
占
の
箆
で
あ
っ
た
が
、
他
方
種
物
問
屋
が
種
物
の
濁
占
的
購
入
に
際

し
て
の
横
暴
ぷ
り
は
殊
に
甚
し
か
っ
た
。

『
図
々
よ
り
積
廻
し
候
摘
草
之
義
も
問
屋
共
申
合
路
付
下
直
-
一
頁
落
し
供
-
一
付
無
線
脇
寅
致
し
候
得
者
日
記
又
手
先
之
者
差
押
へ
及
出
許
吟
味
中
殊
六

ケ
敷
申
掛
遠
回
之
者
士
ハ
ハ
別
而
路
用
其
外
滞
故
中
の
雑
費
等
多
分
相
掛
り
難
儀
仕
候
を
見
込
訴
訟
方
向
腹
之
者
取
扱
-
一
立
入
金
子
矯
単
品
目
内
済
致
し

候
儀
定
例
同
様
の
手
続
-
一
相
関
其
外
諸
家
物
成
排
穂
鋒
も
問
屋
共
馴
合
下
直
一
一
入
札
致
し
買
諦
候
故
牧
納
筋
一
一
一
利
響
一
日
明
之
注
文
不
一
方
趣
ェ
相
聞

既
ユ
四
圏
中
閥
九
州
筋
-
一
一
於
て
ハ
御
主
法
を
相
歎
内
賃
誹
訪
を
も
仕
候
向
』

と
あ
る
楢
原
の
調
査
報
告
が
そ
の
事
情
を
最
も
雄
日
間
に
物
語
っ
て
ゐ
る
。
或
は
又
雨
種
物
問
屋
は
絞
油
屋
と
巾
合
せ
、
新
菜
種
川
地
着

以
前
よ
り
遁
K
泊
直
段
を
引
き
下
げ
て
廻
着
の
菜
穫
を
下
直
で
買
ひ
取
り
、
買
入
れ
が
大
健
済
め
ば
又
油
直
段
を
引
き
上
げ
て
賓
り

牧民金鑑下4"頁、大限市史第四谷 100頁
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出
す
と
云
ふ
方
法
を
左
り
、

叉
新
菜
種
が
初
め
て
入
津
の
筒
は
各
国
々
か
ら
の
舶
に
就
い
て
-
直
立
腕
儀
貿
』
と
唱
へ

τ格
別
低
廉

E

左
債
格
を
以
て
引
ぎ
請
け
‘
或
は
升
改
も
勝
手
な
仕
法
を
私
に
立
て
不

E
の
計
量
を
な
し
、
或
は
『
砂
引
」
と
稿
し
て
一
石
に
付
三

升
宛
惣
石
数
よ
り
差
引
い
て
代
銀
の
勘
定
を
す
る
等
、
凡
ゆ
る
手
段
を
弄
し
て
不
営
友
利
得
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
o
か
〈
て
は
菜
種

が
順
調
に
入
港
す
る
事
等
到
底
四
五
み
得
友
い
。
の
み
な
ら
や
寛
政
十
年
の
灘
間
油
屋
の
記
録
に
『
架
種
作
り
候
儀
夏
秋
の
手
都
合
能

其
跡
同
作
勝
手
宜
且
菜
種
代
銀
に
で
旧
作
の
肥
を
賀
入
侠
儀
猪
叉
菜
種
ハ
漁
地
に
て
は
能
生
古
賀
乗
り
も
宜
肥
も
入
不
中
芳
以
て
菜

種
作
方
相
望
健
得
共
何
分
薦
作
手
狭
家
業
一
三
小
相
成
無
嫁
外
作
仕
候
事
と
相
見
巾
候
」
と
あ
る
如
〈
、
雨
穏
物
問
屋
の
凋
占
は
一
方

比
例
制
袖
の
障
碍
と
な
る
と
共
に
、
原
料
た
る
菜
種
自
慢
の
生
産
を
も
阻
害
す
る
に
一
主
つ
て
ゐ
る
の
ゼ
あ
る
。

次
ぎ
に
油
問
屋
に
就
い
て
見
る
に
、

犬
山
川
泣
在
及
各
地
か
ら
の
絞
油
業
品
怖
の
日
仰
を
MM
十
日
め
て
ゐ
た
出
泊
毘
は
、

そ
の
持
河
泉
の
小

規
模
綬
油
屋
の
賓
り
出
す
油
に
封
し
て
『
多
分
之
絞
減
』
を
立
て
叉
『
仕
切
銀
備
段
も
前
日
常
日
之
内
下
直
之
分
相
用
」
ひ
、
四
国
九
州

筋
等
よ
り
千
絞
油
廻
着
の
際
は
『
端
物
』
と
唱
へ
て
快
滅
多
分
に
立
て
『
押
費
同
様
下
直
に
買
取
』
る
と
云
ふ
不
正
を
行
っ
た
。
之
は
正

に
自
己
の
利
径
の
震
に
は
零
細
友
絞
油
業
者
を
歴
迫
し
て
顧
み
左
い
凋
占
的
買
占
資
本
の
姿
で
あ
る
。
江
戸
及
京
都
方
商
へ
其
れ
其

れ
寅
り
出
し
て
ゐ
た
江
戸
口
・
京
口
問
屋
も
亦
専
ら
油
直
段
の
騰
貴
策
を
考
へ
、
江
戸
の
油
問
屋
が
燃
油
の
み
を
需
要
ず
為
事
を
理
由
・

と
し
で
債
格
の
引
き
上
げ
を
歎
願
し
、
或
は
町
奉
行
よ
り
油
直
下
げ
の
議
が
出
れ
ば
掛
役
筋
の
者
の
片
手
落
で
江
戸
廻
着
の
み
多
〈

て
大
阪
表
油
切
目
の
一
出
を
申
立
て
た
り
・
図
々
に
も
梯
底
の
由
と
風
評
を
立
て
た
り
、
『
降
州
琉
球
館
燈
油
及
梯
底
候
一
一
付
積
選
』
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
と
得
し
た
り
、
『
晴
嵐
州
銅
山
敷
内
=
て
相
肘
侯
油
及
切
目
稼
方
差
支
』
と
遁
ぺ
売
り
凡
ゆ
る
手
段
を
以
て
油
直
段
の
引
き
下

げ
を
翠
制
し
、
或
は
又
大
阪
油
高
直
の
潟
他
所
資
が
草
花
留
め
ら
れ
た
様
左
四
朝
合
も
『
油
梯
底
の
由
=
而
西
国
筋
よ
り
菜
種
積
登
り
右

近
世
続
油
業
白
愛
建

プむ

七

第
六
競

第
四
十
六
答
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近
世
絞
油
業
の
設
定

第
四
十
六
巻

四

九
三
八

第
六
銃

代
銀
を
以
て
油
資
受
度
回
日
中
候
庭
営
時
他
所
貰
御
莞
留
中
-
一
付
如
何
可
取
斗
さ
と
申
立
て
『
強
て
他
図
寅
差
旬
難
相
成
掛
引
丸
一

容
易
に
町
奉
行
の
政
策
に
従
は
う
と
は
し
た
か
っ
た
程
で
あ
っ
た
。
文
政
九
年
の
江
戸
泊
切
目
も
京
口
問
屋
が
四
間
中
園
へ
一
寓
五

千
樽
飴
も
寅
捌
過
ぎ
た
た
め
で
あ
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
橋
原
謙
十
郎
は
此
の
事
情
を
次
ぎ
の
如
〈
報
告
し
て
ゐ
る
。

『
赴
迄
江
戸
前
不
必
ニ
付
札
方
庄
司
有
之
怖
(
中
略
〉
都
而
凶
々
一
統
御
主
松
品
背
狼
リ
一
二
千
純
致
し
闘
用
相
耕
供
上
大
故
へ
可
新
狙
判
明
物
ハ
議
官
凱
歌
l

候
放
問
所
姐
治
山
利
品
川
稼
方
競
文
納
姉
底
l
A

ひ
候
山
市
立
内
々
に
て
は
五
畿
内
其
外
よ
り
之
出
前
を
買
入
或
ハ
東
出
し
専
ら
賀
買
之
利
権
を
執
り
懸

引
仕
侠
政
船
間
切
目
保
之
哉
氏
-
一
次

J

山
政
も
絡
別
引
J
ケ
候
儀
式
仰
院
候
』

か
曲
、
る
油
問
屋
の
組
側
占
は
叉
地
方
絞
油
業
を
毘
迫
す
る
。
明
和

E

皮
の
改
革
に
よ
っ
で
大
津
油
が
江
戸
川
辿
泊
の
途
を
阻
ま
れ
た
如
き

そ
の
著
例
で
あ
る
。
明
和
七
年
以
前
は
大
海
絞
油
屋
の
江
戸
表
廻
油
は
一
ヶ
年
凡
そ
一
高
樽
と
稿
し
、
伏
見
を
経
て
淀
川
を
大
阪
へ

下
り
、
同
所
の
菱
垣
廻
船
問
屋
が
引
き
請
け
て
江
戸
表
へ
海
上
運
迭
を
し
て
ゐ
た
も
の
が
、
明
和
度
の
改
革
以
後
菱
埋
廻
船
問
屋
が

引
き
請
を
断
り
、

そ
の
潟
以
後
は
勢
州
尾
州
の
演
へ
陸
路
よ
り
叫
送
り
出
す
の
や
む
友
き
に
至
っ
た
の
で
、
運
賃
諸
雑
費
等
多
く
費
え

大
津
絞
油
業
者
は
甚
だ
し
〈
困
窮
す
る
に
及
ん
だ
が

向
又
大
阪
出
油
屋
の
如
き
も
不
直
な
る
「
さ
し
竹
」
(
袖
の
計
量
具
)
を
用
ひ
或
は
所
定
以
上
の
口
銭
を
と
っ
て
、

歴
迫
し
た
。

地
方
の
絞
油
業
を

以
上
に
よ
っ
て
泊
問
屋
の
獅
占
が
絞
油
業
を
阻
害
し
、
油
の
供
給
を
も
自
己
の
利
害
に
よ
っ
て
左
右
し
著
し
く
そ
の
国
滑
を
快
い

だ
事
情
は
明
か
で
あ
ら
う
。

第
三
に
向
言
及
し
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
事
は
大
阪
及
近
柱
の
絞
油
業
者
が
地
方
の
絞
油
業
を
直
接
歴
迫
し
た
事
で
あ
る
。
法
制
的
に

22) 23) 24) 前掲書
出油屋書物一件(大阪市役所寂)

21) 

25) 



は
勿
論
地
方
の
手
庭
の
絞
油
業
が
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
か
L

る
法
制
に
黍
じ
て
大
阪
等
の
絞
油
業
者
自

ら
が
『
不
正
泊
稼
見
札
』
と
稀
し
手
先
の
者
を
し
て
地
方
の
絞
油
業
者
を
探
索
せ
し
め
、
手
庚
の
稼
を
し
て
ゐ
る
時
に
は
、
或
は
油

絞
道
具
を
由
民
梯
っ
て
信
ひ
を
入
れ
さ
せ
或
は
大
阪
町
奉
行
所
に
訴
へ
た
の
で
あ
る

3

殊
に
此
の
『
見
札
』
は
大
阪
絞
油
屋
の
み
な
ら

十
雨
種
物
問
屋
仲
買
等
が
相
合
し
て
行
っ
た
も
の
で
.
地
方
絞
油
屋
が
一
札
を
入
れ
て
内
済
に
し
、
共
催
商
寅
b
E
綾
け
さ
せ
て
も
、
「
役

菜
種
』
と
稽
し
俵
教
を
定
め
て
犬
阪
絞
油
屋
雨
種
物
問
屋
へ
年
々
下
直
に
で
供
給
す
る
約
束
を
さ
せ
、
地
方
の
小
質
油
屋
を
護
見
し

た
場
合
は
、
大
阪
中
買
よ
り
年
々
樽
数
を
定
め
て
門
貝
ぴ
取
る
か
又
は
同
氏
ひ
と
る
形
式
で
活
岐
に
記
し
一
定
の
口
銭
を
中
買
に
政
め
し

か
a
h

る
現
象
は
四
圏
中
園
殊
に
大
阪
近
固
に
多
か
っ
た
と
一
お
ふ
。
此
の
見
札
は
蒐
原
郡
水
準
新

悶
の
絞
油
屋
も
行
っ
た
ら
し
〈
、
文
化
十
一
年
十
二
月
の
寸
播
州
不
疋
油
屋
順
同
地
帳
一
に
よ
る
と
沢
民
法
一
二
郎
、
四
本
町
民
仁
左
衛
門

め
た
と
云
ふ
様
訟
乎
段
も
と
っ
た
。

の
爾
名
が
美
袋
・
加
東
・
加
西
・
多
加
の
諸
郡
に
出
向
き
、
加
西
郡
市
場
村
藤
屋
佐
吉
・
美
袋
郡
佐
野
村
庄
屋
七
兵
衡
を
各
A

不
正

沼

油
穣
人
と
し
て
事
げ
て
ゐ
る
。
文
化
十
三
年
五
月
の
「
町
在
操
屋
順
廻
俣
」
に
よ
れ
ば
再
び
西
本
屋
仁
左
衛
門
が
西
宮
・
今
注
・
鳴

四

尾
・
尼
ケ
崎
更
に
備
中
・
伊
噛
閣
を
巡
っ
て
ゐ
り
、
文
化
十
四
年
十
月
の
「
毎
日
諸
用
向
控
帳
」
に
よ
れ
ば
西
本
屋
及
び
鳴
尾
屋
義
蔵

が
備
後
方
向
に
見
札
し
に
出
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
諸
務
の
中
に
は
か
L

る
見
札
し
そ
の
他
に
よ
る
紛
争
争
防
ぐ
潟
、
犬
阪
油
嗣
係
の

治

重
注
る
商
人
を
大
阪
減
屋
敷
立
入
と
注
し
た
も
の
も
あ
り
‘
又
文
化
十
三
年
灘
よ
り
見
札
し
に
出
か
け
た
一
行
五
人
が
或
る
藩
の
た

め
御
不
審
の
筋
が
あ
る
と
の
事
で
召
捕
ら
れ
た
如
き
事
も
る
っ
た
。

上
越
せ
し
所
に
よ
っ
て
明
和
度
の
改
革
は
雨
種
物
問
屋
・
油
問
屋
・
大
阪
絞
油
屋
の
濁
占
を
強
化
し
原
料
及
油
の
生
産
・
供
給
を
か

へ
っ
て
阻
害
し
て
ゐ
る
事
が
明
か
で
あ
ら
う
。
か
〈
て
橋
原
謙
十
郎
が
『
暴
党
結
間
切
目
等
之
差
支
ハ
大
坂
一
手
=
引
〆
取
扱
侠
仕
来

近
世
絞
油
業
の
設
建

九
三
九

第
六
披
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六
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近
世
絞
油
業
の
設
建

六

九
四

O

と
江
戸
問
屋
共
注
文
之
外
彼
地
よ
り
之
送
り
油
買
請
不
申
と
の
仕
癖
よ
り
稜
り
候
儀
-
一
有
之
」
と
述
べ
て
ゐ
る
の
は
営
然
で
る
ら
う
。

第
四
十
六
巻

第
六
腕

五

天
保
度
の
仕
法
改
正

上
越
の
如
く
明
和
反
の
仕
訟
が
大
阪
の
商
人
共
の
利
益
に
甜
盟
断
さ
れ
絞
油
業
の
浸
透
を
阻
害
す
る
様
に
な
る
と
、
江
戸
廻
泊
潤
津

ど
と
ろ
か
か
へ
っ
て
闘
滑
を
紋
〈
に
至
る
事
は
明
か
で
あ
る
。
文
政
九
牛
の
江
戸
油
切
目
は
そ
の
結
川
市
で
あ
っ
た

3

か
く
て
そ
れ
を

機
と
し
て
支
配
臥
定
情
府
議
十
郎
の
と
阪
調
布
-
と
た
わ
り
、
臨
加
古
天
保
一
二
年
の
改
革
に
よ
っ
て
明
和
皮
の
仕
訟
は
姿
を
消
す
に
至
勺
た
ο

此
の
天
保
三
年
の
仕
法
改
正
の
中
心
を
取
す
も
の
が
大
阪
の
濁
占
を
緩
和
す
る
事
で
あ
っ
た
事
は
云
ふ
迄
も
た
い
。
尤
も
地
方
の
手

康
の
泊
絞
を
禁
や
る
事
白
樺
到
底
貫
徹
さ
れ
得
る
も
の
で
は
友
い
。
楠
原
謙
十
郎
が
「
前
K

質
素
之
風
俗
に
て
松
杯
を
燈
し
相
排
来

候
溢
土
の
民
家
迄
嘗
時
ハ
油
蝋
燭
を
も
相
用
候
様
相
成
:
:
:
』
と
述
べ
て
ゐ
る
如
く
、
地
方
の
燈
泊
に
劃
す
る
需
要
は
場
大
す
る
に

も
拘
ら
や
、
茶
種
を
大
阪
に
法
っ
て
大
阪
か
ら
油
を
購
入
す
る
と
云
ふ
朕
態
で
は
絞
泊
技
術
・
交
通
運
臓
の
未
設
建
の
首
時
に
於
て

は
逗
轍
・
雑
費
・
海
上
難
破
費
等
が
二
重
に
か
t
A

り
又
岡
畑
の
肥
料
に
す
べ
き
油
粕
の
買
入
に
も
不
使
で
あ
っ
た
か
ら
、
多
〈
は
手

作
手
絞
を
友
し
『
御
主
法
は
名
の
み
に
て
事
責
愛
居
候
儀
に
御
座
候
庭
自
然
の
勢
に
て
:
:
:
』
と
迄
云
は
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。さ

て
此
の
天
保
三
年
の
仕
法
改
E
に
就
い
て
略
説
し
よ
う
。

絞
油
業
に
於
て
は
先
づ
掃
討
来
に
制
限
す
る
事
が
破
ら
れ
た
事
で
あ
る
。
第
一

K
播
州
に
も
水
車
人
力
泊
絞
株
百
軒
が
新
に
設
け

ら
れ
た
。
4

ん
も
生
野
銀
山
花
供
給
し
た
森
垣
村
の
絞
油
屋
の
如
き
以
前
か
ら
在
っ
た
が
、
他
は
水
車
新
田
の
見
札
し
等
に
よ
っ
で
座

水袖一件
2) 3) 水油一件

32) 
1) 



迫
祭
止
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
此
の
百
株
の
設
置
と
江
戸
直
積
と
に
よ
っ
て
播
州
絞
油
業
が
護
山
速
に
向
っ
た
事
は
疑
友
い
。
申
札

ぎ
に
五
畿
内
の
内
山
域
・
大
和
・
近
江
・
丹
波
が
京
都
町
奉
行
か
ら
絞
泊
株
主
主
左
売
さ
れ
京
都
入
用
第
一
曹
と
し
て
絞
油
を
奨
蹴
さ
れ

た
事
で
あ
る
。
之
も
亦
近
江
・
丹
波
の
如
き
既
に
安
永
度
か
ら
絞
油
株
の
る
っ
た
事
は
前
に
縄
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、
一
専
ら
京
都
へ

供
給
ナ
べ
し
と
さ
れ
た
黙
は
注
目
し
な
け
れ
ば
左
ら
ぬ
ο

第
三
に
撮
津
・
河
内
・
和
泉
・
熔
謄
に
於
て
は
、
無
株
の
者
は
た
と
へ
手

作
手
絞
と
雌
も
泊
絞
り
が
出
来
た
く
た
っ
た
事
で
る
る
。
之
は
農
村
自
然
経
済
の
分
解
を
一
一
暦
進
め
る
と
共
に
絞
油
業
を
助
長
し
た

も
の
と
思
は
れ
る
。
第
四
に
今
迄
手
作
手
絞
以
外
綬
油
業
が
禁
止
さ
れ
て
ゐ
た
北
陪
道
・
山
陰
道
・
山
陽
道
・
南
海
道
。
西
海
道
筋

の
悶
々
に
於
て
平
成
の
絞
リ
仰
が
許
さ
れ
た
事
で
あ
る
。
「
↓
へ
扱
境
兵
庫
紅
相
廻
級
車
に
不
障
様
』
と
は
云
は
れ
乍
ら
も
『
何
れ
へ
作
候

絞
草
一
一
市
も
相
刑
:
:
:
水
車
人
力
一
-
不
限
北
ハ
所
之
便
利
-
一
随
ひ
絞
方
致
し
並
白
絞
梅
花
泊
等
の
顕
も
勝
手
次
第
製
方
い
だ
し
闘
用
可

円

相
解
』
と
さ
れ
た
事
は
地
方
絞
油
業
委
遼
に
針
す
る
重
大
友
改
革
で
あ
り
、
寧
ろ
そ
の
出
禁
賠
と
も
考
へ
ら
れ
よ
う
。

倫
原
料
及
油
の
配
給
過
程
に
於
け
る
仕
法
改
正
に
就
い
て
絞
油
業
と
関
聯
せ
し
め
て
考
察
す
れ
ば
、
第
一
に
原
料
た
る
種
物
に
於

て
は
、
堺
・
兵
庫
の
雨
所
に
雨
種
物
問
屋
新
設
、
大
阪
諸
荷
物
問
屋
の
種
物
引
請
停
止
、
問
屋
の
仕
入
前
銀
は
相
針
次
第
と
友
り
、

種
物
質
口
は
、
犬
阪
・
堺
・
揖
津
・
河
内
・
和
泉
・
括
購
の
絞
油
屋
は
五
畿
内
及
矯
焼
以
外
に
仕
入
注
文
し
て
は
た
ら
ね
が
、
五
畿

内
及
播
磨
内
の
綿
貫
は
三
ケ
所
種
物
問
屋
阿
様
に
直
買
自
由
、
楽
穏
は
住
岡
一
園
限
り
、
但
し
山
城
・
大
和
で
は
そ
の
地
の
絞
油
用

に
徐
っ
た
絞
草
の
み
を
民
請
け
る
事
と
な
っ
た
。
尤
も
水
車
新
町
は
大
阪
稜
物
問
屋
よ
り
菜
種
一
高
五
千
石
宛
貝
請
け
て
ゐ
た
の
を

止
め
て
三
ケ
所
種
物
問
屋
及
揖
体
固
に
て
芭
貿
.
山
城
・
大
和
・
河
内
・
和
泉
・
橋
脚
川
に
て
五
千
石
を
限
り
買
請
け
る
事
が
出
来
る

事
と
な
っ
た
。
か
左
り
煩
雑
友
統
制
で
あ
る
と
は
云
へ
‘
堺
・
兵
庫
雨
種
物
問
屋
新
設
や
水
車
新
闘
の
揚
合
を
考
へ
れ
ば
種
物
の
購

近
世
絞
抽
業
の
愛
護

七

第
四
十
六
巻

ブむ
匹I

第
六
競

牧民金鑑下428頁、(翌4年改めて山媛大.'f~ 近江丹波に同趣旨D燭あ P 牧民金鍾
下436頁)
(大和では文政同年11月から問口年2Jjへかげて白絞交袖4798樽大陸廻着の記
録があ.Q.o 7k抽一件〉
牧民金鑑-1'427頁以下

4) 

5) 

6) 



近
世
絞
油
業
四
護
謹

第
四
十
六
巻

:fL 
四

第
六
鋭

丹、

入
が
ん
7

迄
よ
り
透
か
に
容
易
に
友
っ
た
事
は
想
像
に
難
く
た
い
。

次
空
に
製
品
た
る
泊
の
配
給
K
就
い
て
見
る
と
、
堺
・
糊
・
播
騰
か
ら
江
戸
直
積
が
詐
さ
れ
た
事
が
注
目
さ
れ
る
。
就
中
灘
で
は

既
に
文
政
十
一
年
十
一
月
頃
江
戸
直
積
の
内
意
を
受
け
て
、
仕
法
改
正
の
結
某
種
物
豊
富
江
戸
直
積
と
左
れ
ば
縦
令
『
大
坂
表
泊
一

樽
も
積
下
さ
中
と
も
灘
間
よ
り
の
廻
舶
に
よ
り
御
府
内
御
入
用
油
御
差
支
無
之
様
受
ム
む
ふ
と
迩
ぺ
て
ゐ
る
程
で
、
江
戸
直
積
が
隣

河
泉
賂
在
方
の
絞
油
誌
を
刺
戟
し
た
貼
は
見
逃
し
得
な
い
。
巾
川
町
内
」
に
掃
河
市
町
北
矯
の
絞
油
業
者
に
日
用
油
小
畠
肢
を
許
し
た
事
で
あ
る
。

之
は
今
迄
は
一
反
大
阪
出
泊
問
屋
の
千
を
粧
る
必
要
が
あ
り
た
が
、
そ
の
手
数
が
省
凶
り
る
株
に
お
っ
た
め
付
で
あ
る
。
第
三
は
大
阪

の
泊
問
屋
を
整
理
し
て
今
迄
京
口
・
江
戸
口
油
問
屋
・
出
油
屋
の
三
種
あ
り
し
を
総
べ
て
油
問
屋
と
し
て
統
一
し
、
内
本
町
橋
一
一
日
に

油
寄
所
を
設
け
て
取
引
を
使
友
ら
し
め
、
仲
山
貝
は
大
阪
地
廻
の
小
賓
人
と
し
た
事
で
あ
る
。
卸
ち
配
給
過
程
の
軍
純
化
で
あ
っ
て
之

叉
生
産
者
の
負
強
を
軽
く
し
た
で
る
ら
う
。
命
そ
の
外
に
問
屋
口
銭
の
一
定
、
泊
掛
り
の
者
の
冥
加
銀
の
売
除
等
の
改
革
も
絞
油
業

の
護
建
に
資
し
た
附
聞
が
多
か
っ
た
と
忠
は
れ
品
。

以
上
を
以
て
天
保
三
年
の
泊
掛
り
の
仕
法
改
正
を
概
観
し
た
が
、
併
し
此
の
改
革
も

『
右
之
通
絞
草
貰
翼
手
庚
-
一
申
付

H
図
用
之
泊
絞
方
も
差
克
候
上
は
図
々
に
お
い
て
糊
絞
草
作
り
帯
是
起
大
医
へ
廻
し
来
候
見
合
せ
よ
習
も
此
後
之

廻
し
高
相
者
候
様
出
荷
い
た
し

3
』

と
か
或
は
又

『
右
之
逼
絞
草
賀
買
手
庚
品
申
付
随
々
日
用
之
小
賢
差
克
巳
疋
迄
納
来
候
冥
加
蓮
上
銀
を
も
克
除
被
仰
付
日
口
銭
之
儀
も
大
坂
町
奉
行
所
に
お
い
て
申

渡
候
週
平
等
に
相
定
め
別
て
在
々
絞
油
屋
共
口
銭
之
儀
多
分
之
減
少
申
付
候
上
は
此
皮
相
鰯
候
趣
無
逢
央
相
守
惣
て
前
向
買
に
携
候
者
北
二
分
乙
利

盆
に
不
相
拘
図
々
一
同
之
融
通
に
基
き
江
戸
大
坂
出
泊
柑
姑
出
品
下
直
に
相
成
候
様
正
路
に
質
買
可
致
候
』

前掲帯427頁以下
水油一件雑留抄録
牧民金鑑下427頁以下
前掲寄435頁
前掲書433買、(又揖fロJ泉播日用油小裏許可に就いても r江戸大筑間泊不主主之儀
於有之者泊小寅可差留」とる P。同書432頁)
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と
燭
寄
の
一
時
聞
に
見
ら
れ
る
如
く
、
江
戸
大
阪
等
の
都
市
へ
の
泊
の
供
給
を
豊
富
に
す
る
事
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
事
は
一
宮
ふ

迄
も
泣
い
。
か
、
る
暫
よ
り
見
れ
ば
明
和
七
年
の
仕
法
改
正
や
そ
の
他
の
諸
燭
に
見
ら
れ
る
政
策
と
異
る
黙
は
友
い
。
併
し
注
目
ナ

ぺ
き
は
一
六
保
皮
の
改
革
が
明
和
度
の
そ
れ
と
異
っ
て
皐
に
配
給
過
程
の
改
革
の
み
左
ら
や
絞
油
業
部
ち
泊
の
生
産
自
慢
を
増
進
す
る

策
を
と
り
、
配
給
過
程
の
改
革
も
比
較
的
生
産
陀
針
す
る
障
碍
を
除
い
て
畏
に
商
品
の
流
通
の
闘
滑
を
は
か
っ
た
離
で
あ
る
。
か
く

て
天
保
三
年
の
改
革
は
明
和
七
年
の
そ
れ
に
比
し
て
、

一
段
進
歩
し
た
も
の
で
る
り
一
際
経
済
の
務
展
に
況
ふ
た
政
策
で
る
っ
た
と

?
?
山
事
が
出
来
る
。

事
責
天
保
三
年
と
四
年
と
に
就
い
て
大
阪
及
灘
目
播
州
上
り
江
戸
廻
着
の
油
を
比
佼
す
れ
は
、
三
年
で
は
大
阪
か
ら
五
高
七
千
八

百
六
十
四
栂
灘
目
よ
り
コ
千
七
百
一
二
十
六
樽
(
十
一
用
改
革
以
後
}
合
せ
て
六
高
六
日
樽

σあ
い
へ
四
年
で
は
大
阪
一
一
一
同
九
千
七
百
十
三

樗
。
灘
目
三
高
千
六
百
四
十
樟
・
矯
州
千
百
八
十
二
樽
合
せ
て
七
高
二
千
五
百
二
十
五
樽
と
た
り
、
雨
者
比
較
す
れ
ば
明
か
に
一
一
局
一

千
九
百
三
十
五
樽
の
増
加
と
な
っ
て
ゐ
る
叫
叉
文
政
十
年
か
ら
天
保
三
年
迄
大
阪
よ
り
江
戸
廻
着
の
泊
は
平
均
五
高
六
千
三
百
十
樽

と
稀
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
之
に
比
す
れ
ば
十
一
月
に
改
革
の
あ
っ
た
天
保
三
年
で
は
問
千
二
百
九
十
樽
の
増
加
と
な
り
、
四
年
で
は
一

寓
六
千
二
百
二
十
五
樽
の
増
加
と
な
っ
て
ゐ
司
令
営
時
の
数
字
を
そ
の
ま
L
信
用
出
来
友
い
と
し
て
も
、
天
保
三
年
の
仕
法
改
E
の

殻
旧
取
を
窺
ふ
に
は
定
分
で
あ
ら
う
。
唯
債
格
に
就
い
て
は
天
保
四
年
に
か
へ
っ
て
騰
貴
し
た
と
云
ふ
記
録
が
あ
る
。
印
ち
泊
寄
所
御
用

留
に
よ
れ
ば
天
保
三
年
十
一
月
改
革
直
後
の
大
阪
油
相
揚
一
石
平
均
二
百
七
十
五
匁
が
天
保
四
年
に
三
百
七
匁
、
天
保
五
年
で
は
三

百
八
十
九
匁
に
な
っ
た
事
が
あ
る
様
で
あ
る
。
併
し
此
の
騰
貴
を
幸
田
成
友
博
士
の
如
く
そ
の
ま
L
天
保
三
年
の
改
革
の
結
果
で
あ

る
と
断
ビ
難
字
「
油
井
絞
五
共
直
段
之
義
ハ
日
々
不
同
有
之
、
廻
清
高
之
多
少
-
一
よ
り
候
て
は
一
日
の
中
に
も
度
K

高
下
有
之
島

近
世
絞
油
業
の
設
蓮

第
四
十
六
巻

九
四
=
一

第
六
競

九

(因みに文化十四年から文政五年迄D灘日悟江戸廻油高6ヶ年平均は2970。樽で

ある此所にも明かに躍進が見られる。)
14) 泊寄所御用留
水池一件

12) 

13) 
15) 



近
世
絞
品
開
業
の
褒
建

第
四
十
六
巻

第
六
披

O 

九
四
四

と
云
は
れ
る
如
く
首
時
の
騰
貴
は
一
時
的
の
も
の
で
た
か
っ
た
か
、
少
く
と
も
天
保
四
五
年
の
米
債
暴
騰
の
影
響
等
も
考
へ
ね
ば
た

ら
ぬ
。
試
み
に
「
大
阪
物
債
沿
革
表
L

に
よ
っ
て
天
保
三
年
'
|
|
六
年
の
種
油
の
債
格
を
示
せ
ば

正

月

月

十

月

五
月

ノ、
月

七
月

九
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十
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月
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司
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安

支

の
如
く
で
あ
り
、
天
保
三
年
の
改
革
の
影
響
の
み
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
尤
も
油
相
場
は
一
般
に
上
騰
の
道
を
頼
け
た
事
は
「
大
阪

物
債
沿
革
表
」

に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。

(
宮
)

之
に
就
い
て
幸
同
博
土
が
「
江
戸
と
大
甑
」
で
『
然
し
四
年
五
年
に
至

P
大
底
油
相
場
は
段
々
高
〈
な
る
に
反
し
江
戸
で
は
そ
れ
程
縫
空
な
い
。

江
戸
に
泊
を
怠
る
と
却
っ
て
損
を
す
る
。
大
限
は
十
樽
に
つ
き
金
一
一
嗣
灘
日
播
州
は
平
均
二
分
の
損
と
な
っ
た
と
い
ふ
o
』
左
越
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

之
は
如
何
な
る
史
料
に
依
ら
れ
た
か
知
、
b
ぬ
が
、
一
泊
寄
所
御
用
留
」
に
よ
れ
ば
掛
を
し
た
の
は
江
戸
下
り
泊
問
屋
で
あ
っ
て
、
大
阪
か

ι江
戸
へ
は

法

P
泊
(
委
托
販
賓
)
は
な
〈
、
『
仕
入
注
文
買
付
』
で
あ
ワ
た
と
云
ふ
亭
か
、
b
考
へ
で
も
常
然
で
あ
る
o
此
の
動
は
阿
ピ
幸
問
博
士
の
「
大
駈
市
来
」

め
方
が
正
し
い
止
息
は
れ
る
。
ま
し
て
や
『
折
角
の
改
革
令
が
何
故
か
与
る
結
呆
を
生
ピ
た
か
。
灘
目
と
大
医
と
ニ
ケ
所
か
ら
柚
を
積
下
す
宇
ろ
に

な
っ
て
は
勢
ひ
尚
段
を
引
下
げ
ざ
る
を
待
な
い
と
思
は
れ
る
。
江
戸
町
消
貸
者
側
4

州、
b
い
へ
ば
思
ふ
坪
に
依
ワ
た
の
で
あ
る
が
大
駈
灘
自
の
供
給

者
側
か
ら
見
引
い
ぽ
迷
惑
千
高
で
あ
る
。
』
の
一
吉
に
至
つ
て
は
、
か

L

号
事
賀
自
控
に
就
い
て
は
一
雁
首
肯
せ
ら
れ
る
所
あ
る
も
、
前
回
大
の
限
灘
目
前

J

尚
一
阻
の
事
貨
と
比
す
れ
ば
前
後
矛
盾
も
甚
だ
し
い
。
向
江
戸
下
り
袖
問
日
開
が
損
を
し
た
と
云

E

訟
の
も
必
ず
し
も
信
用
で
き
な
い
。
品
、
れ
は
一
疋
来
江

戸
の
品
川
市
m
段
は
、
大
阪
の
そ
れ
に
抱
随
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
天
保
十
三
年
=
一
月
二
日
の
江
戸
地
廻
り
泊
間
保
源
兵
衛
の
寄
付
に

『
地
姐
目
前
之
儀
ハ
関
東
筋
絞
油
屋
共
手
元
よ
り
怒
り
抽
-
一
有
之
入
津
の
節
上
方
油
相
場
を
目
常
に
致
し
貰
捌
申
一
一
と
あ
る
事
に
よ
っ
て
も
明
か
で

大殴商工曾議所蔵稿本
諸色調類集*/1由生敏之官事第一加
諸色調類集水油生蝋之部第二舟

16) 
17) 
18) 



あ
る
。

回晶.，、

天
保
三
年
以
後

天
保
三
年
の
改
革
以
後
、
絞
油
業
の
護
連
上
先
づ
注
目
す
べ
き
は
、
所
謂
「
天
保
の
改
革
』
で
る
る
。
此
の
天
保
十
二

l
十
四
年
の

改
革
は
、
徳
川
末
期
の
産
業
史
上
見
逃
し
得
友
い
時
期
で
あ
る
が
、
先
づ
之
が
絞
油
業
に
奥
へ
た
影
響
に
就
い
て
考
察
し
よ
う
。

「
諸
色
調
類
集
水
油
生
機
之
部
」
三
冊
は
、
首
時
の
水
油
江
戸
廻
迭
の
欣
恕
を
最
も
詳
か
に
し
う
る
史
料
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ

ば
大
版
刷
江
戸
の
油
関
係
業
者
は
激
烈
忍
り
し
改
革
殊
に
株
仲
間
の
解
放
の
如
き
に
よ
っ
て
も
、

さ
し
た
る
影
響
を
受
け
た
も
の
と

見
え
や
¥
上
方
油
の
江
戸
廻
着
は
慨
し
て
順
調
に
続
け
ら
れ
た
様
で
あ
る
。
尤
も
之
が
潟
に
は
恭
府
は
天
保
改
革
直
前
か
ら
様
々
の

調
査
を
行
ひ
、
改
革
に
直
面
し
て
も
汎
ゆ
る
手
段
を
以
て
.
江
戸
廻
油
の
潤
揮
を
期
し
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
大
阪
及
江
戸
泊
問
屋
よ

り
各
々
別
に
泊
廻
送
高
を
申
告
せ
し
め
て
、
途
中
で
賀
却
さ
れ
る
事
を
防
ぎ
、
或
は
十
組
問
屋
の
消
滅
の
錦
、
廻
船
難
破
の
際
の
規

定
を
改
め
て
天
保
十
三
年
七
月
以
後
雨
損
と
し
、
同
年
十
月
よ
り
は
海
難
手
営
と
し
て
、
江
戸
油
問
屋
よ
り
元
直
段
の
=
一
分
五
一
屈
を

大
阪
方
に
送
る
事
に
し
た
等
、
更
に
美
濃
地
方
の
絞
泊
欣
態
を
調
査
せ
し
め
て
江
戸
廻
油
の
増
進
を
策
し
た
事
等
が
あ
る
。
且
っ
て

は
「
地
方
手
庚
の
絞
泊
』
を
禁
止
し
た
幕
府
が
、
逼
迫
し
た
改
革
に
よ
る
経
済
の
激
獲
に
慮
す
る
翁
と
は
云
へ
、
全
く
逝
の
政
策
を

と
る
に
至
っ
た
事
は
極
め
て
興
味
あ
る
事
責
で
あ
る
。
併
し
美
濃
は
近
〈
に
絞
油
を
以
℃
名
有
る
伊
勢
・
尾
張
を
控
え
乍
ら
、
殆
ど

百
姓
徐
業
の
絞
油
で
あ
っ
て
、
そ
の
規
模
も
一
年
の
絞
油
高
が
十
石
に
満
た
ざ
る
も
の
多
〈
、
極
め
て
零
細
な
も
の
で
、
多
く
は
百

姓
の
自
ら
作
っ
た
茶
種
そ
の
他
の
絞
草
を
賃
絞
り
す
る
を
粂
ね
て
ゐ
た
a

従
っ
て

近
世
絞
油
業
の
愛
蓬

第
四
十
六
巻

九
四
五

第
六
競



近
世
絞
油
業
む
設
塗

第
四
十
六
巻

一
一

九
四
六

第
六
競

『
・
・
百
姓
間
稼
一
一
仕
候
庭
何
れ
茂
少
分
之
義
ニ
而
村
方
隣
材
之
内

h
賀
捌
右
之
外
銘
々
慢
油
に
相
周
ひ
候
よ
頼
有
之
飾
は
賃
〆
ヲ
致
遣
し
候
迄
-
一

而
江
戸
廻
等
仕
候
程
之
肉
質
人
無
御
肱
候
』

と
云
ふ
の
が
調
資
に
劃
す
る
多
ぐ
の
村
方
の
容
で
あ
っ
た
。
尤
も
か
L
る
零
細
友
る
生
産
物
も
相
集
つ
で
各
地
に
移
出
さ
れ
て
ゐ
た

事
は
注
意
し
友
け
れ
ば
た
ら
ね
。

斯
く
の
如
く
、
幕
府
の
積
倒
的
な
奨
防
策
に
も
拘
ら
や
尚
充
分
裂
達
し
た
か
っ
た
地
方
も
あ
る
が
、
叉
他
方
株
仲
間
の
解
放
が
自

ら
絞
油
業
の
護
法
左
節
し
た
地
方
も
あ
っ
た

3

丹
波
の
ふ
へ
部
を
領
す
る
篠
山
藩
内
で
は
在
方
絞
油
慶
一
一
十
二
軒
の
中
.
天
保
ト
コ
一
年

開
業
の
も
の
十
八
軒
弘
化
二
年
の
も
の
一
軒
、
篠
山
町
十
三
軒
の
巾
で
天
保
十
三
年
開
業
の
も
の
八
軒
弘
化
三
年
の
も
の
一
軒
で
あ

っ
て
、

そ
の
前
身
は
小
間
物
屋
・
質
屋
ふ
岬
柄
等
も
あ
る
が
多
く
は
百
姓
で
る
っ
た
。

幕
末
に
至
つ
で
も
江
戸
の
油
は
依
然
と
し
て
快
乏
し
て
ゐ
た
L
め
、
幕
府
も
稜
K

な
る
方
策
を
行
っ
た
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

絞
油
業
は
次
第
に
稜
展
し
て
、
且
つ
て
は
絞
油
業
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
も
泣
か
っ
た
閥
東
に
も
漸
く
起
る
に
至
っ
た
。
関
東
で
は

原
料
た
る
菜
種
の
栽
培
向
鰐
が
行
は
れ
な
か
っ
た
事
は
.
大
蔵
永
常
の
「
製
油
録
」
で
も
燭
れ
て
ゐ
る
が
.
幕
府
の
絞
草
増
作
奨
励
も
屡

々
間
関
東
八
州
駿
河
伊
豆
地
方
の
み
を
針
象
と
し
て
た
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
元
治
元
年
頃
に
は
闘
東
の
種
物
を
、
上
方
筋
伊

勢
・
尾
張
・
三
何
・
遠
江
・
駿
例
議
の
商
人
共
が
多
敦
賀
込
に
入
る
と
云
ふ
欣
態
に
左
り
、
江
戸
へ
は
一
冗
治
頃
安
房
・
上
線
・
上
野
・

相
模
等
か
ら
四
五
高
石
の
種
物
が
怠
ら
れ
、
叉
同
一
花
治
頃
に
は
凡
そ
三
寓
樽
の
関
東
地
廻
油
が
江
戸
に
入
津
す
る
に
至
っ
た
。
幕
府

の
如
き
も
亦
橋
揚
御
用
油
手
絞
所
及
寄
場
役
所
の
雨
所
に
於
て
各
々
五
千
石
・
一
高
石
の
種
物
を
使
っ
て
油
を
絞
っ
た
と
云
加
、
水
戸

藩
の
如
き
も
亦
油
を
江
戸
で
寅
捌
い
た
と
云
ム
。
混
鋭
せ
る
幕
末
経
済
の
中
に
も
徐
々
に
殻
展
す
る
絞
油
業
の
姿
を
窺
ひ
得
土
う
。
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セ

す

ぴ

む

以
上
を
以
て
近
世
絞
油
業
の
登
達
を
概
観
し
た
が
、
之
を
要
約
す
れ
ば
、
先
づ
近
世
絞
油
業
の
敵
艦
腕
は
之
を
大
阪
に
求
め
る
事
が

出
来
る
。
之
は
中
世
絞
油
業
の
停
統
と
、
大
阪
で
ふ
都
市
の
成
立
と
の
、
雨
者
の
要
因
に
よ
っ
て
明
か
に
さ
れ
る
。
即
ち
中
世
の
泊

座
は
遠
〈
九
州
・
駿
河
等
に
そ
の
存
在
を
見
る
事
が
出
来
る
が
、
中
世
の
油
は
矢
張
り
一
枇
寺
・
公
家
が
主
な
る
需
要
者
で
あ
っ
て
、

絞
油
業
の
中
心
は
山
域
・
大
和
乃
至
は
揺
濯
で
あ
っ
た
。
然
る
に
足
世
初
頑
丈
阪
て
ふ
大
都
市
の
成
立
は
、
叫
叫
に
け
州
庄
の
特
模
4
M
L
1
c

へ
打
叫
慨
さ
れ
た
之
等
の
絞
油
業
持
を
首
然
に
吸
収
し
、
更
に
新
に
成
立
し
た
江
戸
が
閥
問
絞
油
業
の
市
場
と
友
る
一
事
に
よ
っ
て
、
大

阪
は
絞
泊
業
中
心
地
と
し
て
の
確
国
穴
る
地
盤
矛
持
ち
、
費
臨
眉
頃
に
は
犬
阪
三
郷
菜
種
絞
油
屋
は
二
百
四
十
軒
、
同
綿
貫
絞
油
屋
は

廿
五
軒
を
数
へ
る
に
至
っ
た
。

而
し
て
此
等
の
絞
油
業
は
種
油
・
綿
貫
油
を
燈
火
用
と
し
て
主
と
し
で
江
戸
・
大
阪
・
京
都
の
市
民
に
供
給
し
た
の
で
あ
る
が
、

徳
川
中
期
以
後
都
市
の
膨
脹
と
共
に
絞
油
業
は
更
に
大
阪
近
在
の
地
方
に
愛
生
ず
る
に
至
っ
た
。
例
へ
ば
構
津
蒐
原
郡
の
・
水
車
新
田

は
享
保
度
に
始
り
、
菟
原
・
入
部
・
武
庫
三
郡
水
車
油
稼
株
六
十
一
輔
成
立
は
明
和
七
年
で
あ
っ
た
。
叉
別
に
江
戸
へ
油
を
送
っ
た

有
力
友
産
地
た
る
伊
勢
も
貞
享
度
に
始
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。

勿
論
か
a
h

る
絞
泊
業
の
殻
達
は
決
し
て
何
等
の
麿
擦
左
〈
進
展
し
た
の
で
は
な
い
。
例
へ
ぽ
貧
層
度
に
は
成
立
後
間
も
左
い
水
車

新
国
と
大
阪
絞
油
屋
と
の
衝
突
が
見
ら
れ
、
更
に
後
に
は
水
車
新
田
が
新
興
の
播
州
そ
の
他
両
国
の
絞
油
業
を
極
力
感
迫
し
て
ゐ
る

の
で
る
る
。
叉
大
阪
の
油
問
屋
・
種
物
問
屋
等
の
配
給
の
濁
占
が
著
し
〈
絞
油
業
の
護
法
を
阻
害
し
た
。
此
等
は
疋
に
褒
建
す
る
経

近
世
絞
油
業
白
設
建

第
六
観
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近
世
絞
柚
業
の
設
建

第
四
十
六
巻

九
四
八

第
六
披

四

済
と
封
建
枇
舎
に
特
有
た
特
権
的
欝
業
と
の
矛
盾
針
立
に
外
注
ら
た
い
。
明
和
七
年
の
仕
法
は
か
ミ
る
既
成
特
権
替
業
者
の
特
権
擁

護
の
勢
に
乗
っ
た
も
の
で
、
矛
盾
は
か
へ
っ
て
激
化
し
た
の
で
あ
る
。

元
来
都
市
の
膨
脹
、
農
村
自
然
経
済
の
崩
壊
と
い
ふ
経
済
の
必
然
的
褒
展
は
、
封
建
的
な
替
業
の
特
権
や
幕
府
の
仕
法
を
以
て
し

て
到
底
防
ぐ
事
は
出
来
た
い
。
況
ん
や
経
済
の
褒
展
に
逆
行
せ
ん
と
す
る
明
和
七
年
の
仕
法
の
如
き
、
賞
然
改
愛
さ
れ
ざ
る
を
得
危

ぃ
。
一
大
保
一
二
年
の
仕
法
改
正
が
郎
ち
そ
れ
で
あ
っ
た
。
此
の
天
保
一
二
位
ー
の
仕
法
は
矯
州
に
百
株
の
絞
油
業
を
許
し
、
地
方
絞
油
業
の

制
限
を
解
〈
総
司
、
進
ん
で
絞
拙
業
の
都
民
惑
を
促
す
所
が
る
っ
た
り
更
に
か
L
る
絞
油
業
の
稜
建
は
幕
末
に
も
轍
同
り
ら
れ
た
が
、

そ
c:) 

賓
例
と
し
て
闘
東
地
方
を
事
げ
る
事
が
出
来
る
。

以
上
の
如
く
近
世
絞
油
業
の
設
建
は
、
著
し
〈
生
産
地
の
地
理
的
損
大
と
し
て
現
は
れ
て
ゐ
る
事
が
極
め
て
特
徴
的
で
る
る
。
此

の
間
生
産
形
態
・
技
術
の
褒
達
は
全
然
見
ら
れ
ね
わ
け
で
は
た
い
が
、
極
め
て
停
滞
的
で
あ
っ
て
、
生
産
規
模
の
如
き
も
零
細
で
あ

っ
た
。
否
、
此
の
生
産
形
態
・
技
術
の
護
建
の
停
滞
、
或
は
零
細
規
模
と
い
ふ
事
と
、
設
建
が
生
産
地
域
の
横
張
と
し
て
現
れ
る
と

い
ふ
事
と
は
、
雨
者
離
る
可
か
ら
ざ
る
闘
係
に
あ
る
の
で
は
訟
か
ら
う
か
。
此
の
動
は
雷
時
の
絞
油
業
の
生
産
機
構
を
検
討
す
る
事

に
よ
っ
て
明
か
に
な
る
で
あ
ら
う
が
、
生
産
機
構
に
就
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
守
る
積
り
で
あ
る
。


